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【9月3日（木）フリー】

レースウィークは木曜日からスタートしました。順調にテストメニューをこなし走行を終えました。

24時間という途方もない長丁場のレースの準備の為に、タイヤ・ブレーキ等の準備をしっかり行い

万全の体制を確認してフリー走行を終えました。

【9月4日（金）公式予選】

公式予選がいよいよ始まりました。 Aドライバーの福田幸平選手が、アタックを開始して1’51.046

のクラス5位で予選を終えました。続くBドライバーの松本武士選手も予選アタックし、福田幸平選手

を凌ぐ1’50.209を記録しますが、惜しくもクラス6位となり、A・Bドライバーの合算タイムでは、

6番手のスタートで24時間を戦う事となりました。続くCドライバー：塩津祐介選手、Dドライバー：

奥村浩一選手、Eドライバー：一條拳吾選手、Fドライバー：霜野誠友選手も順調に予選を終え、各

ドライバー決勝前の車両チェックを兼ねた予選を終えました。

BRP はスーパー耐久シリーズ2020第1戦富士24時間耐久レースに、国内
初導入のPORSCHE 718 Cayman GT4 MRを投入し、表彰台を目指しま
すが、台風に刺激された大雨と霧の悪天候による、長時間の赤旗中断や、SC
タイミングで不運なレース展開に阻まれながらも、クラス5位で見事完走で24
時間レースの開幕戦を終えました。
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【第1戦富士24h ST-Zクラス予選結果】

Aドライバー： 福田 幸平　コース：DRY　タイヤ：スリック　1'51.632　クラス5位　
Bドライバー： 松本 武士　コース：DRY　タイヤ：スリック　1'50.209　クラス６位
Cドライバー： 塩津 佑介　コース：DRY　タイヤ：スリック　1'54.325　
Dドライバー： 奥村 浩一　コース：DRY　タイヤ：スリック　1'53.797　
Eドライバー： 一條 拳吾　コース：DRY　タイヤ：スリック　1'54.078　
Fドライバー： 霜野 誠友　コース：DRY　タイヤ：スリック　1'53.666　

1位 No.20 SS/YZ BMW 3'38.786
2位 No.500 5ZIGEN AMG GT4 3'39.178
3位 No.47 D’station Vantage GT4 3'39.651
4位 No.3 ENDLESS AMG GT4 3'39.982
5位 No.2 ケーズフロンティアSYNTIUM KTM 3'40.964
6位 No.19 BRP★SUNRISE-Blvd 718 GT4 MR 3'41.255
7位 No.505 A.T.FILED Audi R8 LMS GT4 3'46.383
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【9月5日（土）～6日（日）決勝】

新型コロナウィルスの影響により、大幅に遅れたレースプログラムでしたが、２４時間レースで開幕

するという例年になく非常に難易度が上がったレースが予想されるシーズンがいよいよ始まりました。

スタートしてしばらくすると、台風の影響を受けた雨雲がサーキットを覆い、雨量が多い状況となり

FCY・SCを繰り返しながらレースは辛うじて進みますが、夜を迎え対に赤旗中断で４時間半の

長時間にわたりレースが中断となりました。各チーム雨による大量のFCY・SCにより消耗戦に

ならないまま、雨量が落ち着いた、22時30分に再スタートとなりましたが、雨はやむこと無く朝まで

降り続きました。

消耗と波乱のレースを想定していましたが、天候に大きく影響を受けて、クラッシュやトラブルが少

ないレース展開となり、順位は大きく変動が無いまま、夜明けを迎えますが、エアコントラブルによ

り各ドライバーは灼熱の車内温度の中、体力を大きく消耗しながら交代で走り切りST-Zクラス

5位でレースを終えました。今年のシリーズランキング争いを楽に進める為にも、この２４時間レース

で大量ポイント獲得を狙っていましたが、大きく予定が狂う計算となりシリーズ序盤からシリーズ

チャンピオン争いにハンディを背負う事となりましたが、残り5戦しっかり戦って巻き返していきたい

と思います。
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1位 No.3 ENDLESS AMG GT4 510 24:02’01.363
2位 No.20 SS/YZ BMW 509 24:02’44.556
3位 No.47 D’station Vantage GT4 506 24:02’35.896
4位 No.500 5ZIGEN AMG GT4 505 24:02’36.218
5位 No.19 BRP★SUNRISE-Blvd 718 GT4 MR 495 24:01’53.749
6位 No.505 A.T.FILED Audi R8 LMS GT4 478 24:02’03.162

DNF  No.2 ケーズフロンティアSYNTIUM KTM 476 24:00’32.368

【第1戦富士24h ST-Zクラス決勝レース結果】
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【コメント】

今年の24時間レースは正に天気に翻弄されたレースとなりました。ドライバーはエアコントラブル

で灼熱のコックピットの中、懸命に車をゴールまで運んでくれ無事に完走する事ができました。結果

は私が想定していた結果ではありませんでした、無事にチェッカーを受けれた事に最大限の感謝を

しております。今年は新型コロナウィルスの影響によりレーススケジュールが非常にタイトとなり

ますので、しっかりと準備を整えて残り５戦を戦ってシリーズチャンピオン争いができる、強いチーム

を作っていきたいと思います。この場を借りましてご支援・ご声援頂きました、すべての皆様に感謝

とお詫び申し上げます。また引き続きのご支援・ご声援何卒よろしくお願い致します。

株式会社バースモータースポーツ事業部
バースレーシングプロジェクト

代表取締役 奥村 浩一
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プレスリリースに関するお問い合わせ先：office@brp.gr.com

順不同

■BRPパートナー企業
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